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昭棚狽年の海於関係業務をふりかえって

地質調査所紀為ける海外関係業務は開発途上国に対

する専門家⑳派遣技術研修員の受入れ笈勇フ訟をの

協力などを中心として進むことを目標としている秘ζ

の扇標にほ徐冷紀ではあるが近づき成果をあげつつあ

るように思われる封42年度から始まった嚢つの集団研

修慧一スは第3年員を迎史東南アジア地域のみならず

中近東･･アフリカの国冷をも含めて多くの園に認識さ

れつつある､凄彪各国に派遣されている所員の業績

はいずれも高く評価され滞在期問延期の要請や引き続

き他のプ浜ジ器クトヘの派遣要請秘多い呈一方わが

園の鉱業界の披界各地への進出も讃しい秘娑所の欝関

家派遺却技術研修黛の受入れ淋そのような艦出熔対篶

慮擦閥擦熔寄与じ郁満繭も少な一くない繁壮絶海る由

銘隼隠然滋む施海琳関係繁務の状況はつぎの&義夢樽

蕩る拮

{簑擦外研蹴鐙(鰯撃)鰯綴

科挙技術序の本邦凌裡外研鏑録おして地質熱盛谷

轡定はアメリ勲の賞ジス淋咳汐海洋研究所縫鵜翻螂寧

畢冷総出発の予定で勅る帯漆隼灼組技術部地球化学

課榮蘭賢(漁テダ地質絶対年代)燃料部坊蛾俊

厚(アメジ勿海洋地質)技締部地球化学繰安藤原

(アメジ勿地球化学)鉱廉部艦冷床隅(漁淡然

アイソトｰプ地質)は所潮の簿約を逮蔵レで帰国じ今

後それぞれの分野紀捌夕る活躍淋期待春れている珪な

お地質部河内洋椀(黒撚㌧ジｰ賞ン汽構造地質)

応用地質部長谷絃和(アメリ勿写真地質)は引き続

き海外留学を行なっている.

海現地欝窮麓擦力蓬

個別冊傍をしては今制玄むめに台湾聯合鉱業研究

所陳肇夏氏が地熱闘発の研修同じく鄭清泉氏か物理

探査技術の研修を当所で受けた.また台湾聯合鉱業

研究所卜昂撃所長は高級研修員として日本政府の招聴

で湖上勧来属し石炭鉱業､金属鉱業地熱発電窯'

業関係の諸施設潟よび地質調査所などを観察した岳

トル獺鉱業研究所の原子カ課長城籔磁ferA口dag1博

士は放射性鉱物鉱床の研究の花め10月上旬来目し£

ヵ月間当所および動力炉1核燃料開発事業団で研究を行

なっ危.

羅の憾淡淡シｰア第然蕊蒸･夢×滋潔茨将〃ダ

茅渋液な濠の園海か勢愁概修諦襲秘密藩密れ砂喝里

集鰯研修潟敦び細別研修塾受は淀海外か鰺の研修黛は

ζの霧隼閥で蜘数滋鰯魯⑫数名紀達じ帰国後の芯抑魯研

修黛は潜航影れ静淡禺懇習傷篶花技術壷瀞周じ禽鰯砂鏑

麗熔籍勢杉懇篤蟻挙蕨絃泌采鬼翁後増棚詩篇慧椛轡帰

隊簑灘禁竿灘㌣讐緯傭級

濃擁､綴鐙鍛餓鰍艦鰯総顯ぶ銘猛鋤

締繋篤鰯

拶､

締×芦沸潔潔

､鱒､･一㌧顧

ツイタビン

サ夢シア茅ビア

タイ

ベト手ム

蹄蟻繍感,跳繊

蛾鰯鰍海磐

雌騨繍鰯寧

､澱棚鞭滋鰯蟻憲

舶遂㈱釜｡臨繊滅纂繊

細竈鰯爽､滋繍磁鯛ぬ

畿獺童綴蝸童笈磁暫鋤妻幽

γ蜘し蟻岱⑲雌

鰹鯖翻麟欝鯨隷灘鏡激

鱒鰯覆滅鰯鶏祭畿

鑑独燭鐙煽灘

銘薇鰯麓蕨

餓泌篇飽蟹翻

鉱働欝源鴛

禺土開発省鉱床部

纏讃奮

望｡絞術破修鰻の受入れ

沿海探査および地下水開発の2つの嬢団研修鴛一具は

第3年目を迎え第1年目第婁年爵紀屍られ施混乱や

次かんはかなり改められζと終研修黛が蟹強く要望の

あっ花一実習強化についてはで巷うるかぎり希望紀沿え

るよう努力中である｡すなわ葛沿海擦養集団研修コ

ｰスでは東海大学所属の海洋調査船東海二世号によ

る西南九州海域での実習を実施し蜜た地下水開発集

団研修コｰスでは海外技術協力察業団の茨城県内原実.

善場紀おげる水井戸掘さく実習なきを新たは取り入れ

研修員の現場経験を豊富にするよう努めだ由

鋤下泳鰯瀦鍛圃研修(銘.竈.夏榊銘｡滋｡鋤)�
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3.専門家派遣等

供した.エカフユ沿海鉱物資源共同探査調整繋員会

(CCOP)に技術顧問として黛淘年聞バンコクは派遣さ

れていた物理探査部佐野漢一は6月に帰国し引き

続いて同部の小谷良隆が後任として派遣慈れユ勿フ

エ地域で今後漢す蜜す盛んになる沿海鉱物資源探査に

技術顧間としての活躍が期待慈れている仙

最近の優筒として

望が多くなった.

嬉.国際妻議

ユカフエ沿海鉱物資源共同探査調整委員会は毎隼1

昭鄭鋤等申に派遺され液簿門錬

二的1

地化学探査
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回開催され今年の第6回会議を5月11冒から6月1目

漢でタイのバン鴛クで闘催した喧阜川物理探査部長は

賢本代表餐名とをもに本会議ぽ出席し技術顧問会議の

有カメンバｰあして清躍した.この黍員会はさらに発

簾をとげ今圃あら花にマレｰシァがメンバｰ国として

園際糖土学畿議は9月S貿から§月五0貝漢で東

京で闘催誉れ幾所からは5名が参加登録を行ない研究

発表およぴ討論会に参加した.

質鑑分桁鰯麟畿鱗ほ嚢月獺から夏蝸蜜で京都

で開催され当所からば蒙名が参加登録を行ない研究発

表ならびに討論に参加した.

地鑑沈下は鰯する園際シンポジウムは9月

!湘から2蝸蜜で東東で闘催され娑所から数名の研究

者が研究発表するとともに討論に参加した.なお会

議め後に行なわれた新潟見学旅行はおいては当所で数

年閥にわ花り実施しているアイソトｰプを利用した地

盤沈下鰯測井が被露され現地討論が行なわれた.

地下水資源お表破人工地下水に関する翻豫会議は国際連

含の主催により£皿一ヨｰクで10月上旬約塁週間にわ

たり開催され応用地質部小西泰次郎か員本代表とし

て出席した｡

風釣フエ第毎回石滴資源開発シンポジ咳ムは4年に1度開

催され第3回会議獄東京で闘かれた.今回の会議は

オｰストラリアのキャンベラで!0月鮒目から!1月王O属ま

で開催され当所からは研究論文のみカ溌表された.

海外関係業務の拡大とともに最近当所を訪間する外

人の数は年毎に増加の傾向にありその内容も研究者と

の討論わが国における地質地球御理関係の窓口的な

ものと多種多様にわたるようになってきだ

地質調査所の海外関係業務の重要性は次第に認識され

っつあり高く評価されて意ているので今後十分苓成

果を挙げるははなお一層の努カをするとともに所外

からも多くのご協力を期待する次第である.�
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